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4月 30日の市当局の発表によると、4月 29日の新型コロナウィルス感染者 1249人と無症状感染者 8932人、そ

のうち 985人は無症状感染者からの発症、264人と 8932人の無症状感染者は、封鎖エリアでの発症。上海市はこれ

により、社会的ゼロコロナを達成しました。社会的ゼロコロナとは、社会を正常な活動可能エリアと隔離管理エリアとにわけ、

正常な活動可能エリアでの新規感染者を０にする＝市中感染を０にする、ことを意味します。本日現在まで 3日間連続

達成していますが、おそらく、この状態がしばらく続かないと正式に社会的ゼロコロナが達成した、とは言えないのでしょう。現

在、封鎖解除の通知等はありません。 

街中はバスや地下鉄等はすべて止まったままですが、必要な医療サービスは提供されています。総領事館は定期的に日

本語で相談できる医療機関情報を発信しています。薬は、処方薬、一般薬ともにアプリで注文し、デリバリーサービスで入

手することができます。また、診療を受けるために病院に行く必要があるときは、市がタクシー会社と協力しタクシーを手配で

きる体制がとられています。 

私の住居は 4月 1日の封鎖時から一度も陽性者が発生していませんので、13日からは防範区となり、団地内は自由

に出ることができます。守衛のところで記帳をすれば、団地から出ることも可能です。お店は開いていませんが、銀行の ATM 

は稼働していますので、これまで 2回外出をしました。運動不足解消に、私の部屋は９階なので、エレベーターを使わず、

一日 3回程度階段で上り下りしています。また、中庭をぐるっと回れば 250 メートルくらいありますので、毎日一時間、音楽

を聴きながら 6 キロを歩いています。食事や飲酒に制限があるので、体重が減り、血圧も下がってきており、肥満ぎみの私と

しては悪いことばかりではないようです。 
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本日現在も封鎖解除について具体的な通知などは出ていません。上海市当局は、「“疫病のない地域”づくりプログラム

(上海市“無疫小区”創建方案)」を発表し、私の住んでいる団地は、2 カ月間感染者が発生せず、適切な対策がとられて

いるとして、「五つ星“無疫小区”」のリストに載りました。インセンティブはいまのところありません。 

この間、5月 2日に第 4回目、また、昨日(8日)第 5回目の政府による物資配給がありました。(第 2回目が 2回に

分割されて届いたので別に数えていましたが、政府が配った回数としては 1回でした。) 最近は、食料に加えて、トイレット

ペーパーやティッシュ、ゴミ袋などの日用品も配られています。 

上海日本商工クラブでは、4月 27日～30日にかけて、日本企業の稼働状況等について第 2回実態把握調査を実

施しました。結果は、日系企業の復工復産への支援の参考にしてもらうため、5月 5日に理事長名で市商務委員会に提

出するとともに、市対外友好協会にも送付しました。また、翌６日に結果報告会をウェビナーで実施し、在上海日本総領

事館から赤松大使が挨拶されました。調査結果は商工クラブのホームページで公開されていますので、ご関心がある方はご

覧ください。https://www.jpcic-sh.org/news/article/newsid/3385 

経済活動は、一定の防疫要求をクリアすることを条件として再開を認める企業リスト(ホワイトリスト＝白名単)を発表し、

徐々に再開し始めています。製造業では、第一陣 666社、第二陣 1188社、そのほかに、主要建設現場、商業・貿易

企業、デリバリー配達員、郵便・国際運送業もホワイトリストが発表されています。その一方で、私たちのような非営利団体

や中小製造業、その他サービス業などは、まったく再開の見込みがたっていません。 

先週、アジア・オリンピック評議会は浙江省杭州市でこの 9月に開催される予定だったアジア大会、12月に広東省で開

催予定だったアジアユースゲームの延期を発表しました。また、国際大学スポーツ連盟は 6月に四川省成都市で開幕予定

だったワールドユニバーシティゲームズの再延期を発表しました。日本では大規模イベントの人数制限が撤廃されたようです

が、中国はしばらく厳しい状況が続きそうです。 
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本日現在も解除の通知はありません。封鎖のレベルは先週から少し厳しくなり、これまで私の小区は一度も陽性者を出

していないので、入口で記帳すれば外出も可能だったのが、入口のところに非常線のようなテープが貼られて外出できなくな

りました。今朝の発表では、15日の上海市は、感染者 69人、無症状感染者 869人、経路の判明しない市中感染者

は無く、感染者数は目に見えて減少してきており、ゼロコロナめざして最後の追込みに入っているのだと思います。 

昨日、市当局は 5月 16日より段階的に店舗等を再開していくことを発表しました。ショッピングセンター、百貨店、スー

パーマーケット、コンビニエンスストア、薬局などの商業施設、農産物市場、レストラン、理美容、クリーニングなどのサービス業

について、順次復旧していくとしています。 

私の小区からも復工している企業や領事館などで勤務している人が仕事に復帰しているという通知がありました。ただし、

通知の内容は、それで小区を出たら解放されるまで小区に戻ってこられないので気を付けてください、というものです。 

封鎖解除についてはいろんな噂が飛び交っています。最近、まことしやかに言われているのは、1949年 5月に人民解放

軍が上海を解放した日に合わせて解除になるというものです。それによると全市が解放されたのは、5月 27日の午後 3時 

だとか。その頃には正常な生活に戻っていることを願っています。 

13日の金曜日に政府による第 6回目の配給がありました。今回は日用品が主で、洗濯用洗剤、シャンプー、ボディーソ

ープ、石鹸、歯磨き粉、それと、牛乳でした。配給の頻度も物資の質も目に見えて変わってきています。 

私の小区は、日本人が多い地域ということもあって、ざっと 2割くらいの世帯は日本人です。小区内は自由に出ることがで

きますので、夕方になると子どもたちが中庭で集まって遊んでいます。封鎖前は見ることがなかった光景ですが、そこで子どもた

ちは、言葉の壁を越えて、日本人も中国人も交じって賑やかに一緒に遊んでいます。まるで、自分が子どものときに道端で

遊んでいたような感じで、懐かしい思いがします。 
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先週の月曜日(5月 16日)に上海市副市長が会見で、6月より正常化することを発表しました。実際には、6月中にと

いうことを公表したに過ぎず、6月 1日からいきなり正常化するわけではありません。これまで 2 か月近く都市封鎖をしました

から、段階を経て徐々に回復していくのだろうと思います。 

私の小区では、先週、2回外出する機会がありました。最初の機会は、17日火曜日に、近所のスーパー・カルフールに

買物に行くことができるというものでしたが、月曜日に政府の 7回目の物資配給が予定されていたこと、また、集団購買で購

入した野菜を傷まないうちに食べてしまわないといけなかったので参加していません。参加した住民の話では、人は多くなく、

物資も豊富で、とてもよく管理されていたそうです。 



2回目は、20日金曜日です。19日に小区全体で PCR検査がありましたので、外出を希望する人が申し出ると、臨時

出入証が配布されました。今回はスーパーの入場券配布はなく、買物をすることはできませんが、時間指定もなく、3時間

以内であれば、街道のなかを自由に歩くことができるので、10 キロほどを歩いてきました。 

昨日(22日)新たに居民委員会(街道に属する住民自治会のようなもの)発行の小区出入証が届きました。裏面は 6

月末まで出行記録がとれるようになっています。小区の通知によると 5月 22日～31日までの間に、2回、3時間まで外

出できるようです。ただし、24日、27日、30日の 3日は全市一斉の PCR検査が予定されており外出できません。 

スーパーやコンビニ、飲食店などはデリバリー専用で既に営業をしていましたが、17日より、政府指定のスーパー、コンビニ、

薬局については、入場券を小区単位で配布したり、店舗の中には入れずに入口で販売したりするなどの防疫対策を取りな

がら対面販売を始めています。 

物流も回復しつつあります。19日には、携帯電話のアプリで山東省威海市の店に発注していた鯖の缶詰が届きました。

4月に注文していたのですが、店からは、配送できないのでキャンセルするか配達できるようになるまで待つかと連絡があり、

配送できるようになったら送ってほしい、とお願いしていたものです。16日に発送され 3日がかりで 1000 キロ以上の行程を

経て届きました。 

17日には郵便・運送関係のホワイトリスト第 2弾も発表されており、少しずつ戻っている感じがしています。 
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昨日(5月 29日)の上海市におけるコロナ陽性者の数は 6人、無症状感染者 61人で した。陽性者のうち 2人は無

症状感染者の発症、陽性者 3人と無症状感染者 61人 は隔離措置をとっている地区での発症です。感染経路不明の

市中感染者が 1人いるのが気になるところですが、感染者数は極端に減少しています。  

さて、先日発表のあった 6月 1日を控えて、封鎖解除に向けた動きが活発になっ てきました。 昨日(5月 29日)、上

海市政府記者会見において、副市長から、6月 1日より操業再 開における制限の廃止、企業の防疫および消毒に対す

る補助拡大、長江デルタ 産業サプライチェーン相互保険メカニズム設立、国内外の物流・輸送ルート円 滑化などの政策

措置による各業界・業種の再開支援・生産量増大、外資系企業 への招聘状発行への便宜供与等の施策を実施するこ

とが発表されました。 

公共交通は、22日から市バス 163路線、地下鉄４路線が回復しており、30日から はさらに市バス 151路線が運

行を再開する見込みです。地下鉄は区をまたいでい ますが、バスは区をまたぐ路線以外はすべて運行を回復しています。 

また、上海市教育委員会は、学校の再開について発表。高校 3年生と 2年生は 6月 6日から、中学 3年生は 6月



13日から登校を再開、その他の学年は、今学期が終了 するまで引き続き在宅学習を行い、幼稚園、託児所、託児機

関については再開しないそうです。 上海市商務委員会は、スーパー、コンビニ、ドラッグストア、ショッピングモール、百貨店、

専門店、飲食店、理髪店、クリーニング等について、6月 1日よ り、来店客の人数制限を設定したうえで、全面的に再開

することを発表しまし た。  

先週金曜日(27日)に政府による第 8回目の配給がありました。今回は食料のみで、 これでもか、というくらい詰め込ま

れており、野菜、豆腐、麺、粽(ちまき)、 饅頭、果物など多岐にわたり、果物はなんとキウイとメロンです。同じ棟の日 本人

はもう冷蔵庫に入らないと嘆いていました。私は、冷凍できるものは冷凍し、日持ちのしないものから順番に毎日消費してい

ます。この時期にこれだけ の物資配給があったことは、封鎖解除を祝う気持ちもあるのかなぁ、と思って います。最後の配給

になることを祈っています。 

 

   
  


